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「KinoKo Kitchen house」
ぼくの家の料理は、「きのこ」をよく使います。なぜかというと、栄養価が高く、いろ
んな料理に合わせて楽しめるからです。
「きのこ」について調べたら、食べるだけではなく、きのこの菌糸体を使って、建築を
建てたり、肥料になったり、エネルギーに変化することを知りました。そんなきのこを
使った地球にやさしく、みんなが元気で笑顔になれるキッチンを考えました。
①きのこハウス。菌糸体で作る。強度は木材なみ！土にかえることができる。
②調理中に出た野菜くずをたいひマシーンに入れる→菌糸体が分解→たいひになる→
家庭菜園へ

➂キッチンの一部にきのこ農園があり、毎日新せんなきのこを収かくできる。
④太陽光パネル・菌糸体を使ったバイオ電地で家電を動かす。






